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幼児教室コペル&東北⼤学 産学連携共同研究

⼩学⽣対象調査 解析結果報告書
2020年10⽉6⽇ 瀧靖之, 松平泉

1. 共同研究の⽬的

御社の教育が⼦どもの⾮認知能⼒・認知能⼒を育み, 
well-beingの達成に寄与することの⼼理学的エビデンスを得ること.

2020年7⽉〜8⽉は⼩学校低学年児を対象として, 
⽣徒様(コペル群)と対照群の認知能⼒や⾮認知能⼒を⽐較し, 
御社の教育の効果検証を⾏った.

2. 研究⽅法

参加者 コペル群（N=41） 対照群（N=27）

平均年齢 7.34歳 7.51歳

性別 男⼦27名, ⼥⼦14名 男⼦10名, ⼥⼦17名

居住地 仙台14名, 福岡27名 仙台19名, 福岡8名

認知能⼒検査｜ウェクスラー知能検査（WISC-IV）
全体的な認知能⼒と, ⾔語理解, 知覚推理, 作業記憶, 処理速度の
能⼒を数値化する検査. 年齢による差が無いように作成されている.

⾮認知能⼒検査｜⼩学⽣版QOL尺度（親⽤）
保護者の視点から⼦どものwell-beingを評価する尺度. ⾝体的健康, 
精神的健康, ⾃尊感情, 家族, 友だち, 学校⽣活の6下位領域がある.

分析⽅法｜独⽴した2群のt検定（コペル群, 対照群の平均値を⽐較）
記⼊漏れサンプル等を除外して, 最終的な分析対象は
コペル群35名(男⼦22, ⼥⼦13), 対照群26名(男⼦10, ⼥⼦16).

3. 分析結果

3-1. 認知能⼒検査の得点の群間⽐較

3-2. ⾮認知能⼒検査(QOL)の得点の群間⽐較

118.48

109.57

t=2.26
p=0.03

119.00
113.19

t=1.22
p=0.23

116.51

107.11

t=2.25
p=0.03

105.68
99.42

t=1.45
p=0.15

111.25
105.38

t=1.63
p=0.11

83.78
77.96

t=2.58
p=0.01 89.10

82.69

t=2.14
p=0.04

81.78

69.95

t=3.03
p=0.004 89.46

81.73

t=2.98
p=0.004

コペル群は対照群よりも, 
全検査IQと知覚推理指標(視覚情報の処理, 
抽象的な概念の理解)の得点が有意に⾼い
ことが確認された.

コペル群は対照群よりも, QOL総合, 精神的健康, ⾃尊感情, 学校⽣活の得点が
有意に⾼いことが確認された.

4. 今後の展望

4~5歳児対象
コペル群と対照群の

⽐較研究

⾼校⽣対象
コペル群と対照群の

⽐較研究

4~5歳からstart
コペル群と対照群の

縦断研究

幼児や卒業⽣を対象とした横断研究の知⾒を重ねた後, 
コペル⼊室から数年間に渡って⽣徒様の発達変化を追跡する
縦断研究の実施により, 更なるエビデンスレベル向上を⽬指す.


